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課題 1 f : R → R, g : R → R は周期 2π の周期関数で、

f(x) = sin
x

2
(−π < x < π), f(π) = 0,

g(x) = cos
x

2
(−π < x ≤ π)

を満たすとする。
(1) f と g のグラフを描き、(三角関数版の)Fourier級数を求め、その収束について説明せよ。

(2) コンピューターを用いて、f の Fourier級数のN 項までの部分和 sN,f と f のグラフを描
け。g の Fourier級数のN 項までの部分和 sN,g と g のグラフを描け。グラフを描くため
のプログラムやコマンドも記すこと。その結果を用いて Gibbsの現象について簡単に説明
せよ。

(3) 次の (3a), (3b)のどちらか一方を解きなさい (以下の f , g は上に書いたものとは関係ない)。

(3a) 周期 T の区分的C1級関数 f は

f(x) =
a0
2

+
∞∑
n=1

(
an cos

2nπx

T
+ bn sin

2nπx

T

)
とFourier級数展開できることは授業で説明した (第 3回授業の例 3.12)。これについ
て Parseval の等式を求めよ (結果だけでなく導出の過程、式変形の根拠を書くこと)。

(3b) 周期 2π の周期関数 f : R → C, g : → C を

f(x) =


1 (0 < x < π)

0 (x = 0, π)

−1 (−π < x < 0)

, g(x) = |x| (x ∈ [−π, π])

で定める。f の Fourier級数は

f(x) =
∞∑
n=1

2(1 + (−1)n−1)

nπ
sinnx

である。このことを用いて g の Fourier級数を求めよ。結果を書くだけでなく、それ
が正しい根拠も述べること。
(ヒント: 第 5回の授業内容とかかわる問題である。)

当初は (3a), (3b) 両方解いてもらう予定でしたが、課題の量が多くなりすぎないように考え
て片方で良いことにしました。
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